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• 離散性（discreteness）

• 韻律構造（prosodic structure）

• 離散性の判定へ向けて
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離散性は語レベル以外の音声現象（例：文末／
句末イントネーション，韻律境界）にも認められ
るか？

雨

非上昇 上昇

うまい豆だ

「うまい」にフォーカス 「豆だ」にフォーカス

別の解釈

「豆だ」の強調の度合いが連続的に変化

韻律構造（PROSODIC STRUCTURE）

韻律構造

• 二つの（多くの研究者に
とっての）前提

– 韻律構造と統語構造は異な
る

– Strict Layer Hypothesis

韻律構造と統語構造
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Strict Layer Hypothesis (Selkirk 1984)

Ladd (2008)より転載

韻律境界

韻律句

韻律語

韻律構造と離散性

音韻レベル

音声レベル

韻律境界なし

連続的

韻律境界あり

離散的

韻律構造と離散性

音韻レベル

音声レベル

韻律境界なし 強い韻律境界弱い韻律境界

韻律構造と離散性

音韻レベル

音声レベル

論点

• 韻律構造にいくつの階層があるか？

• それをどのように調べるか？
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離散性の判定へ向けて

範疇知覚（Categorical Perception）

刺激音の連続体
[d] [t]

同定課題
（Identification task）

弁別課題
（Discrimination task）

‘t’ response

‘different’ response

Liberman et al. (1957)

• 韻律境界にも範疇知覚があるか？

Utsugi, Jeon, & Kim (2006)

• 日本語（東京方言）と朝鮮語（ソウル方言）の
ピッチレンジに関する範疇知覚実験

方法 (1/2)

NP1 NP2 Predicate NP1 NP2 Predicate

J K

Turu’ya-no mame’moti-wa arimase’n. Noluweyi molaymuci-nun epsupnita.

‘There is no Turuya bean rice cake.’ ‘There is no Norwegian minnow.’

方法 (2/2)

• 各言語につき4つの刺激音セット
• 各セットは異なる話者の発音にもとづく

• 同定課題:
「つる屋の豆もちはありません。」
「聞こえてくる音声の前に来るフレーズとして適当な
ものはどれか？」
– 「やまと屋の豆もちはありますが」
– 「つる屋の大福はありますが」

• 弁別課題： AX法
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同定課題の結果
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弁別課題の結果

Mean peak height (Hz)
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Utsugi, Jeon, & Kim (2006): まとめ

• 両言語とも、典型的な範疇知覚の結果は見
出されなかった。

範疇知覚実験の問題点

• 母音の範疇知覚実験においては、典型的な範
疇知覚の結果は見出されないことが多い（e.g., 
Fry et al. 1962）。

• パラ言語的現象を対象とした実験において、範
疇知覚的な結果が見出されることがある。(Ladd 
& Morton 1997)

範疇知覚実験は離散性を検討する上で適当で
はない？

• では、韻律境界の離散性を調べるには、どの
ような実験手法を用いればよいか？

まとめ

• 多くの韻律研究は、韻律境界が離散的だ
という前提にもとづいている

• しかし、実際に個々の言語を扱う際、その
言語にいくつのレベルの韻律境界があり、
それらがどう定義されるかは、音声的な特
徴から自明なことではない。

• 韻律境界の離散性を検討する実験手法の
開発は今後の課題。
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